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建築甲子園全国選手権大会 審査委員会
審査委員長　�横内 敏人（横内敏人建築設計事務所代表）
審査委員　　�田中 隆司（教育・事業本委員会委員長） 

吉田 浩司（青年委員会委員長） 
石貫 方子（女性委員会委員長） 
清水 耕一郎（まちづくり委員会委員長）

後援　　　�公益社団法人 全国工業高等学校長協会 
国土交通省、一般社団法人 日本建築学会

協賛企業　�株式会社 総合資格〈総合資格学院〉 
ステッドラー日本株式会社

テーマ　 地域のくらし　― 地域に根ざした新しい和室を持つ戸建の住まい

2025年

建築甲子園建築甲子園
高校生の高校生の

2025年
第16回

テーマ
地域のくらし

‒ 地域に根ざした新しい和室を持つ戸建の住まい

応募資格：建築・インテリア教育課程のある工業高校、高等学校、
工業高等専門学校（ただし、3年生までとします）を
対象とし、教員が監督、同校在学生を選手とした
チーム編成での応募とします。

提 出 先：学校所在地の建築士会
締　　切：2025年9月末日
結果発表：2025年12月下旬（予定）
表 彰 式：2026年1月頃に優勝校で執行（予定）

審査委員長より表彰状、賞金の授与並びに
講評、講演と併せて行います。

建築甲子園全国選手権大会審査委員会
審査委員長：横内 敏人（横内敏人建築設計事務所代表、

元京都芸術大学特任教授）
審 査 委 員：教育・事業本委員会委員長　田中　隆司

青年委員会委員長　吉田　浩司
女性委員会委員長　石貫　方子
まちづくり委員会委員長　清水　耕一郎

後　　　援：公益社団法人全国工業高等学校長協会（予定）、
国土交通省（予定）
一般社団法人 日本建築学会（予定）

協 賛 企 業：株式会社 総合資格 ＜ 総合資格学院 ＞
ステッドラー日本 株式会社

入賞及び賞金
①優勝１点 10万円
②準優勝１点 ７万円
③審査委員長特別賞 ６万円
④教育・事業本委員長特別賞、

　　青年委員長特別賞、
　　女性委員長特別賞、
　　まちづくり委員長特別賞 各５万円

⑤優秀賞（最終審査に残った①～④を除く）３万円
⑥奨励賞（全国選手権出場校の

内①～⑤の受賞校を除く）１万円
各賞に応じて賞状を監督、選手全員に贈ります。
賞金を受賞チームへ贈ります。
※「建築甲子園」は、公益社団法人全国工業高等学校長協会の

「ジュニアマイスター制度認定プログラム」です。

応募要領の詳細は、日本建築士会連合会のホームページからご覧ください。 http://www.kenchikushikai.or.jp/

2025年第16回 高校生の建築甲子園の最終審査結果一覧は、公益社団法人日本建築士会連合会のHPに掲載しております。
https://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/kenchiku-koshien/2025/kenchiku-koshien-kekka.html

総評　横内 敏人　審査委員長

　2025年度建築甲子園に御参加いただいた高校生の
皆さん、本当にありがとうございました。見ごたえのある内
容の作品ばかりで、興味深く拝見し、審査をさせていた
だきました。
　今回のテーマは地域に根ざした新しい和室を持つ
戸建の住まいというものでした。これは前審査委員長で
2024年度の審査終了後に急逝された建築家の堀啓二
さんが出題されたもので、私がその審査を引き継ぐことに
なりました。堀さんは人間的スケール感を大切にされる方
で、日本の伝統建築にも造詣が深いので和室が持つ人
にやさしく、肌ざわりの良い空間の質をどのような現代的
形で再構築するかが出題の意図だったと考えました。ま
た現代の住まいには急速に和室がなくなりつつあります
が、そのことに対する危機感もこの出題の背景にあったよ
うに思います。
　そのような時代の変化の中で、今回参加していただい
た高校生の諸君にとっても和室はどこか遠い存在になり
つつあり、案を作るのが難しかったのかも知れません。し
かし、集った応募作品を見るとどの作品にも伝統的な和

室が持つさまざまな良さをよく理解しつつ、創意にあふれ
た提案が多く見られたことに大変うれしく思ったのが全体
の感想です。
　特に最終審査に残った13案はどれも提案がオリジナリ
ティにあふれ、設計密度も高く、プレゼンテーションも明快
でわかりやすいものばかりでした。そんな中、優勝した群
馬県立桐生工業高校の「坂口安吾に馳せる続・堕落の
間」という作品は、地元が輩出した作家坂口安吾の文学
の本質を深く学び、堕落というキーワードと畳に横になっ
て本を読んだり物想いにふけるという行為にむすびつけ、
それを彼が暮らした木造家屋の復元という形で提案した
アイデアが斬新で、観念的にならず、具体的な密度ある
提案となっていたことが、すべての審査員から高い評価
を得ました。
　他にも準優勝となった石川工業高等専門学校の案も、
地域性と現代性が融合した見事な案でしたし、他の案も
それぞれに個性あるものばかりでした。
　最後に、このコンペに参加したことを通じて、和室の持
つ魅力に再び興味を持ち、将来のキャリアの中で和室の
新たなあり方について提案いただけることを期待して総評
といたします。




